
 

第 5回 磐井川かわづくりワークショップ 意見 

開催日時：H22.6.24(木)      
開催場所：一関文化センター小ホール  

【第 4 班】 

(1)参加メンバー 

第 4班 参加者名簿 

氏名 所属団体等 備考 

瀬戸 広恵 一関グラウンドゴルフ協会会長 グループリーダー 

岩山 宗男 岩手県建築士会一関支部副会長  

千葉 孝子 青葉 1民区区長  

千葉 登 水環境ネット磐井川代表  

千葉 温 一般参加  

藤井 賢 一関 1民区推薦者  

竹村 繁 いわい里ガイドの会 企画運営部長 欠席 

金野 隆 一関市都市計画課 サブファシリテーター

千葉 功一 一関市都市計画課 サブファシリテーター

山口 俊哉 いであ 東北支店 グループ記録 

 

 (2)検討概要 

第5回WSでは、第3回WSと第4回WS(グランドワーク)で挙げられた意見を整理し、『①現在の

河川状況・工事にかかわるデザイン・活用の提案』、『②自分たちでできることの提案』について、

より具体的な内容の意見交換を行った。 

 

①現在の河川状況・工事にかかわるデザイン・活用の提案 

行政への提案ということで、施設整備に対する議論が中心となった。提案としては、『遊具』、『花

火観覧用の階段護岸の拡張』、『車いす用のスロープ』、『ベンチ』、『観音様』、『水防倉庫』、『桜

並木』等といった事項に対しての、デザインや活用方法が挙げられた。具体的には、『遊具』であれば、

「現在3箇所ある遊具を2箇所(一関側1箇所、山目側1箇所)に減らして、その分、各遊具のボリューム

をアップさせる」といった意見が挙げられた。その他には、『車いす用のスロープ』を「磐井橋から上の

橋の間に折り曲げた形の緩やかなスロープを設置」、『観音様』は、「今まで通り堤防天端に設置」とい

った意見が挙げられました。 

 

②自分たちでできることの提案 

自分たちでできることについては、ソフト的な提案が多く、『ペットのマナーが守られていない』、

『磐井川の水が汚い』といった課題に対して、「飼い主のマナー、モラル」や「水の重要性」について「啓

蒙運動」を行うという意見が挙げられました。 
 



 

   

 

(3)ワークショップ検討成果 



 

 

 

 

 



 

磐井川にかかわる提案事項① テーマ(楽しめる堤防づくり その他自由検討) 
現在の河川状況 
または 

工事改修にかかわる課題 
提案事項 具体策 

(デザイン、活用方法) 

◎ぜひ実現 
○できれば実現 
△必要により実現 

イベントが行えるような

空間がない 

花火 
磐井川春祭り 
芋の子会の継続 
春の鯉のぼりの継続 
イベントカー等を利用したステージ 

子供達が遊べる場所がな

い 遊具 

遊具は現在 3 箇所あるが、一関側に 1 箇所、山目側に 1 箇
所の計 2か所とする。 
遊具を 3箇所から 2箇所に減らし、各遊具をボリュームアッ
プする。 

花壇整備 みんなで作る花壇 菜の花の菜種油への活用 
維持管理は行政 

施設整備不足 

花火観覧用の階段護岸の拡張 一関側の階段を拡張する。 
駐車場の整備 舗装と枠線を引く(広さは今のままでよい) 
トイレ 堤防上にトイレを設置(一関側に 1箇所、山目側に 1箇所) 
階段に手すり 全ての階段に手すりを設置 

車いす用のスロープ 磐井橋と上の橋の間にスロープ(左岸) 
折り曲げて緩やかな坂路をつける 

インターロッキング舗装が足に引っ掛かる 撤去して平に整備する 

シェルター 日蔭がほしい 
欲を言えば、パーゴラや藤棚 

ベンチ 数を増やす 
木目調 

観音様 観音様は特例で堤防天端に認める方向(国交省) 

水防倉庫 水防倉庫は有事の際近くにあった方が良い。 
摺りつけで。 

照明塔の 1箇所増 磐井橋から上の橋の間であいている場所に。 

桜並木 

桜は今から対策が必要 
挿し木をして市民に配る 
桜を育てる場所は行政で準備 
一関の造園業者と相談 



 

磐井川にかかわる提案事項② 「自分たちができることを提案する」 
現在の河川状況 
または 

工事改修にかかわる課題 
提案事項 具体策 

(デザイン、活用方法) 

◎ぜひ実現 
○できれば実現 
△必要により実現 

ペットのマナーが守られ

ていない 高水敷内にペットが入れる環境づくり 飼い主のマナー、モラルの問題 
◎ 

啓蒙運動をする 

水が汚い 川の中に裸足で入っていける場所がほしい
水の重要性を啓蒙していく 

◎ 
一関市民の生活を変えるしかない 
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